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 １／３ 

団  体  名 たる BOOK 

事  業  名 「いつでも・どこでも・だれもが本好き小樽の町」宣言～２０１５ 

実施期間  平成２７年６月～平成２８年３月 

事業の目的及び

期待する効果 

前年度同様、「まちづくりはひとづくり」という理念のもと、「読書離れ・活字離れ」

が深刻な時代に、大人も子どもも市民の誰もが読書習慣を身に付けることを目

的とする。子どもは学習向上・豊かな心の育成、大人は生涯学習に効果が期

待できる。また、「本との出会い」を作り、「本」をツールに市内外から人が集ま

ることで、にぎわいのある町となることを期待する。 

実 施 額 

 

事業費 

 

 

２１５，４９５円 

 

 

助成額 

 

 

１５０，０００円 

 

事 業 内 容 

本会の目的に賛同してくれる会員を広く募集し、ストーリーテリング講習会、ブッ

クトーク講習会、絵本読み聞かせ講習会、親子向けワークショップ（絵本とコラ

ボ）などの研修を行うとともに、「読み聞かせ」・「おはなしの会」「読書会」「ビブリ

オバトル」を開催し、「本との出会い」の場を作る。 

・育成事業（講習会） 

①ストーリーテリング講習会（9/13、10/18） 

②ブックトーク講習会（12/6） 

③絵本読み聞かせ講習会（6/21） 

④わらべうた講習会（11/8） 

・親子向けワークショップ 

①夏休み親子向けワークショップ 

～カンテラづくりと夜のさんぽとこわーいおはなしの会 

②冬休み親子向けワークショップ 

～「げんまいもち」を作って、食べよう(*^＿^*) 

・子どもの読み聞かせ、おはなしの会 

①塩谷児童センターでの読み聞かせ 

（6/20、7/18、8/17、9/5、10/5、11/7、12/5、2/6、3/12） 

②塩谷児童センターでのおはなしの会（8/6、1/8） 

・大人の読み聞かせなど 

①大人の読み聞かせ（7/3） 

②大人の読み聞かせ in 小樽雪あかりの路（2/13） 

③ビブリオバトル（8/29） 

④ブックカフェ（12/19） 

⑤老人施設での読み聞かせ（1/16、2/13、3/5） 

○内容が分かる「資料やチラシ等」を添付してください 



◎事業の日程について                                           ２／３ 

月日     内容 想定事業効果 

（参加人数等） 

事業効果 

（実績） 

9/13、10/18 ストーリーテリング講習会 30名 27名 

12/6 ブックトーク講習会 15名 12名 

6/21 絵本読み聞かせ講習会 15名 41名 

11/8 わらべうた講習会 15名 7名 

8/7 
夏休み子ども向けワークショップ 

～カンテラづくりと夜のさんぽとこわーいおはなしの会 
15組 18組 44名 

1/9 
冬休み子ども向けワークショップ 

～「げんまいもち」を作って、食べよう(*＾＿＾*) 
10組 2組 5名 

6 月～3 月（読み聞かせ）、 

7/29、1/9（おはなしの会） 

塩谷児童センターでの月に一度の読み聞かせ、 

夏・冬のおはなしの会 
260名 101名 

7/3、12/19、1/16、
2/13、3/5 

大人の読み聞かせ、大人の読み聞かせ in小樽雪あか 

りの路、ブックカフェ、お年寄りのための読み聞かせ 
40名 28名 

8/29 ビブリオバトル 20名 22名 

平成 28年 1月 15日時点 

 

◎事業評価について                               

１．事業の目的の達成度 

今年度企画した事業は、「読書会」以外は実施できました。今年は、昨年以上に色々な立場の方

が受講してくださいました。市民のみなさんが、「本」に様々な可能性を求めていると感じました。受

講されたみなさんがさらに活動できる居場所も作らなければと思いました。こうして活動していくこと

が、「まちづくりはひとづくり」になると思います。 

また、大人が絵本にふれる場面では、みなさんとても楽しそうでした。大人が楽しんでいる姿を見

せることで、子どもたちも関心を持ってくれていると思います 

 

 

 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

 参加した方々のアンケート結果からはどの企画も好評で、「継続してほしい」という意見が圧倒的

に多かったです。自分の知らない本を知ることができて、皆さんとても喜んでいました。色々な手法

を学べる機会を今後も作ってほしいとのことでした。 

 



３／３ 

３．今後の事業について 

 次年度も今年度行った企画を継続し、また、お互いに実践する機会を提供していきたいと思いま

す。 また、「読書会」「ビブリオバトル」を継続して行い、一人で「本」を楽しむだけでなく、「本」をツー

ルに参加者同士の交流が深まるような仕掛けを作りたいと思います。 

 そして、子どもたちが「本」に関心を持つような仕掛けを作りたいと思います。最後に、小樽市に

「いつでも・どこでも・だれもが本好き小樽の町」宣言を提案したいと思います。 

４．「小樽市ふるさとまちづくり協働事業」に関しての要望事項等 

  

 


